
 

 

         

悪
い
か
ら

悪
く

な
い
学
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【

あ

ら

す

じ

】 

 
西

武

高

校

の

校

長

石

嶺
（5

9

）
は

お

金

の

大

切

さ

を

全

校

生

徒

に

伝

え

た

い

。 

 

そ

こ

で

生

徒

一

人

の

命

の

価

値

を

1
0

円

と

定

め

、

1
0

円

以

上

使

っ

た

生

徒

の

命

を

奪

う
「1

0

円

ゲ

ー

ム

」

を

水

面

下

で

敢

行

す

る

。 

 

対

象

と

な

っ

た

ク

ラ

ス

は

1

年

B

組

。

さ

と

み

（1
5

）
は

ク

ラ

ス

メ

ー

ト

の

愛

莉
（1

5

）
ら

か

ら

執

拗

な

イ

ジ

メ

に

遭

っ

て

い

た

。 

 

イ

ジ

メ

問

題

で

ク

ラ

ス

内

が

揉

め

る

傍

ら

、

不

条

理

な

デ

ス

ゲ

ー

ム

に

よ

っ

て

生

徒

た

ち

は

次

々

と

殺

さ

れ

て

ゆ

く

。 

 

最

終

的

に

さ

と

み

と

イ

ジ

メ

グ

ル

ー

プ

が

生

き

残

る

も

、
さ

と

み

を

イ

ジ

メ

る

際

に

1
0

円

を

使

っ

た

こ

と

で

イ

ジ

メ

グ

ル

ー

プ

は

全

滅

。 



 

 

 

さ

と

み

は

知

ら

ぬ

間

に

「1
0

円

ゲ

ー

ム

」

の

勝

者

と

な

り

、

石

嶺

に

祝

福

さ

れ

る

中

ひ

と

り

家

路

へ

と

向

か

う

。 

            



 

1 

 

【

人

物

紹

介

】 

 
さ

と

み

（1
5

） 

高

校

生 

門

田

（1
6

） 

さ

と

み

の

ク

ラ

ス

メ

ー

ト 

愛

莉

（1
5

） 
 

さ

と

み

の

ク

ラ

ス

メ

ー

ト 

高

橋

（1
5

） 
 

さ

と

み

の

ク

ラ

ス

メ

ー

ト 

楓

（1
5

） 

さ

と

み

の

ク

ラ

ス

メ

ー

ト 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー
（1

6

） 

さ

と

み

の

ク

ラ

ス

メ

ー

ト 杏

（1
6

） 

さ

と

み

の

ク

ラ

ス

メ

ー

ト 

野

村

（1
6

） 

さ

と

み

の

ク

ラ

ス

メ

ー

ト 

七

海

（1
6

） 

さ

と

み

の

ク

ラ

ス

メ

ー

ト 

今

中

（1
5

） 

さ

と

み

の

ク

ラ

ス

メ

ー

ト 

ひ

よ

り

（1
5

） 
 

さ

と

み

の

ク

ラ

ス

メ

ー

ト 

の

ぞ

み

（1
6

） 

杏

の

友

人 

野

球

部

員

（1
7

） 

屋

敷

（4
0

） 

フ

ラ

ン

ス

語

教

員 

石

嶺

の

息

子

（2
2

） 

 

石

嶺

（5
9

） 

校

長 



 

1 

 

１

◯ 

西

武

高

校

・

校

庭

（

早

朝

） 

石

嶺
（5

9

）
、
マ

イ

ク

を

持

っ

て

朝

礼

台

に

立

っ

て

い

る

。

 
石

嶺

、

カ

メ

ラ

目

線

に

な

る

。

 

石

嶺

「

全

校

生

徒

の

皆

さ

ん

、

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

。

四

月

も

今

日

で

終

わ

り

を

迎

え

、

次

第

に

日

射

し

が

強

く

な

っ

て

き

ま

し

た

」

 

朝

礼

台

の

後

ろ

で

屋

敷

（4
0

）

ら

数

人

の

教

員

が

神

妙

な

顔

で

話

を

聞

い

て

い

る

。

 

石

嶺
「

さ

て

、
突

然

で

す

が

皆

さ

ん

は

一

日

に

い

く

ら

お

金

を

使

っ

て

い

ま

す

か

？

 

千

円

で

す

か

？

 

二

千

円

で

し

ょ

う

か

？

 

昼

食

代

や

買

い

物

に

使

っ

た

分

な

ら

き

っ

と

把

握

し

て

い

る

こ

と

で

し

ょ

う

。
で

は

一

日

あ

た

り

の

水

道

代

や

光

熱

費

は

ど

う

で

し

ょ

う

か

？

 

あ

る

い

は

購

入

し

た

食

料

や

生

活

用

品

の

う

ち

一

日

分

の

消

費

量

は

？

 

何

円

分

に

な

る

か

わ

か

り

ま

す

か

？

 

む

ろ

ん

日

に

よ

っ

て

違

い

は

あ

り

ま

す

が

、
誰

し

も

が

生

き

る

上

で

お

金

を

使

う

こ

と

は

避

け

ら

れ

ま

せ

ん

」

 



 

2 

 

石

嶺

、

教

員

の

ほ

か

誰

も

い

な

い

校

庭

を

ゆ

っ

く

り

見

回

す

。 
石

嶺

「

つ

ま

り

生

き

る

こ

と

は

お

金

を

消

費

す

る

こ

と

な

の

で

す

。

し

か

し

で

す

。

残

念

な

こ

と

に

そ

の

自

覚

が

足

り

な

い

若

者

た

ち

も

少

な

く

あ

り

ま

せ

ん

（

と

嘆

く

）
」

 

 

２

○ 

石

嶺

家

・

外

（

回

想

・

冬

） 

石

嶺

、

凍

え

な

が

ら

帰

っ

て

く

る

。
 

 

３

○ 

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

回

想

）

 

 
 

 

石

嶺

、

入

っ

て

く

る

。

 

石

嶺

「

た

だ

い

ま

」

 

パ

ン

ツ

一

丁

の

石

嶺

の

息

子
（2

2

）
、
電

気

ヒ

ー

タ

ー

の

前

で

暖

を

と

り

な

が

ら

ス

マ

ホ

を

い

じ

っ

て

い

る

。

 

室

内

は

エ

ア

コ

ン

も

つ

け

ら

れ

て

い

る

。

 

石

嶺

、

テ

ー

ブ

ル

に

置

か

れ

た

エ

ア

コ

ン

の

リ

モ

コ

ン

を

手

に

す

る

。

 

リ

モ

コ

ン

、

3
0

度

に

設

定

さ

れ

て

い

る

。

 



 

3 

 

石

嶺

「
（

温

度

を

見

て

）…

」 

 
 

 

息

子

、

石

嶺

に

気

づ

き

、

振

り

返

る

。 
石

嶺

の

息

子

「

親

父

。

お

帰

り

」

 

 
 

 

息

子

の

丸

出

し

の

腹

に

ホ

ッ

カ

イ

ロ

が

貼

っ

て

あ

る

。
 

石

嶺

「
（

怒

鳴

る

）

服

を

着

な

さ

い

！

」

 

 

４

○ 

（

戻

っ

て

）

校

庭 

石

嶺

「

皆

さ

ん

に

お

金

の

大

切

さ

を

知

っ

て

も

ら

う

た

め

、

こ

れ

よ

り

1

年

B

組

の

生

徒

た

ち

へ

こ

っ

そ

り

と

ゲ

ー

ム

を

仕

掛

け

ま

す

。
名

付

け

て

1
0

円

ゲ

ー

ム

。

ル

ー

ル

の

方

は

屋

敷

先

生

か

ら

（

と

振

り

返

っ

て

屋

敷

を

見

る

）
」 

屋

敷

、

朝

礼

台

に

あ

が

る

。

 

石

嶺

、

屋

敷

に

マ

イ

ク

を

手

渡

す

。

 

 
 

 

屋

敷

、

カ

メ

ラ

に

一

礼

す

る

。 

 
 

 

屋

敷

、

メ

モ

を

広

げ

て

読

み

上

げ

る

。

 

屋

敷

「
（

フ

ラ

ン

ス

語

で

）

こ

れ

よ

り

1
0

円

ゲ

ー

ム

の

ル

ー

ル

を

説

明

し

ま

す

。

ゲ

ー

ム

開

始

時

間

は

生

徒

た

ち

の

登

校

時

刻

、
つ

ま

り

午

前

8

時

3
0

分



 

4 

 

と

な

り

ま

す

。

参

加

者

で

あ

る

1

年

B

組

の

生

徒

た

ち

の

行

動

は

我

々

に

よ

っ

て

監

視

さ

れ

、

以

下

の

よ

う

に

消

費

し

た

金

額

が

計

測

さ

れ

て

い

き

ま

す

」 

画

面

下

に

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

石

嶺

校

長

 
現

在

0

円

」 

屋

敷
「
（

フ

ラ

ン

ス

語

で

）
試

し

に

石

嶺

校

長

の

計

測

値

を

画

面

下

に

出

し

て

み

ま

し

た

。

ご

覧

頂

け

て

い

る

で

し

ょ

う

か

？

」

 

石

嶺

、

カ

メ

ラ

目

線

で

画

面

下

の

テ

ロ

ッ

プ

を

指

で

示

す

。

 

屋

敷
「
（

フ

ラ

ン

ス

語

で

）
最

初

は

0

円

か

ら

の

ス

タ

ー

ト

と

な

り

ま

す

。

そ

し

て

計

測

さ

れ

た

金

額

が

1
0

円

に

達

し

た

場

合

、
そ

の

生

徒

は

処

刑

と

な

り

ま

す

。
え

ー

、1
0

円

と

い

う

金

額

で

す

が

、
職

員

会

議

で

話

合

っ

た

結

果

、

学

校

内

で

は

そ

ん

な

に

お

金

を

消

費

し

な

い

だ

ろ

う

と

い

う

予

想

の

も

と

、

少

な

め

に

設

定

し

て

お

り

ま

す

」

 

屋

敷

、

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

う

ま

い

棒

を

一

つ

取

り

出

す

。 



 

5 

 

屋

敷
「
（

フ

ラ

ン

ス

語

で

）
で

は

試

し

に

や

っ

て

み

ま

し

ょ

う

。
う

ま

い

棒

で

す

。1
0

円

で

す

。
物

価

高

で

1
5

円

に

値

上

が

り

し

ま

し

た

が

、

便

宜

的

に

1
0

円

と

し

ま

す

。

校

長

先

生

」

 

 
 

 

屋

敷

、

石

嶺

に

う

ま

い

棒

を

渡

す

。 

 
 

 

石

嶺

、

う

ま

い

棒

の

封

を

開

け

る

。 

 
 

 

石

嶺

、

う

ま

い

棒

を

一

口

食

べ

る

。

 

 
 

 

テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

以

下

の

よ

う

に

変

動

す

る

。 

 
 

「

石

嶺

校

長 

現

在

2
.
4

円

」 

石

嶺

、

も

う

一

口

う

ま

い

棒

を

食

べ

る

。 

 

「

石

嶺

校

長

 

現

在

5
.
1

円

」 

 

と

テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

上

昇

す

る

。

 

 
 

 

石

嶺

、

う

ま

い

棒

を

全

部

食

べ

る

。

 

 
 

 

「

石

嶺

校

長

 

現

在

1
0

円

」 

の

表

示

に

な

る

。

 

 
 

 

「

現

在

1
0

円

」
の

箇

所

に

ド

ク

ロ

マ

ー

ク

が

出

る

。 

屋

敷

「
（

フ

ラ

ン

ス

語

で

）

こ

の

よ

う

に

1
0

円

に

達

し

て

し

ま

う

と

ア

ウ

ト

。

処

刑

さ

れ

ま

す

。

ゲ

ー



 

6 

 

ム

終

了

は

各

生

徒

の

下

校

時

間

、

つ

ま

り

生

徒

が

校

門

を

出

る

ま

で

と

し

、

そ

れ

ま

で

は

ゲ

ー

ム

が

中

断

さ

れ

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

」

 

声
「
（

元

気

よ

く

）
先

生

方

、
お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」 

 
 

 

登

校

し

て

き

た

丸

刈

り

の

野

球

部

員

（

1
7

）
、

頭

を

さ

げ

て

挨

拶

を

し

て

い

る

。

 

石

嶺

、

笑

顔

で

手

を

挙

げ

る

。 

野

球

部

員

「

失

礼

し

ま

す

！

」

 

 
 

 

野

球

部

員

、

去

っ

て

い

く

。

 

屋

敷
「
（

フ

ラ

ン

ス

語

で

）
ル

ー

ル

説

明

は

以

上

と

な

り

ま

す

」

 

屋

敷

、

カ

メ

ラ

に

一

礼

し

、

石

嶺

に

マ

イ

ク

を

返

す

。 

石

嶺

「

屋

敷

先

生

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

 
 

 

屋

敷

、

朝

礼

台

か

ら

お

り

る

。

 
 

石

嶺

、

カ

メ

ラ

の

モ

ニ

タ

ー

を

確

認

す

る

。 

「

石

嶺

校

長

 

現

在

1
0
.
0
0
1

円

」

 

 
 

 

と

テ

ロ

ッ

プ

が

出

て

い

る

。

 

石

嶺
「
（

カ

メ

ラ

目

線

で

）
ま

だ

テ

ロ

ッ

プ

が

出

て

い

ま

す

ね

。

ち

な

み

に

0
.
0
0
1

円

あ

が

っ

て

い

る

の



 

7 

 

は

、

こ

の

マ

イ

ク

の

電

池

代

で

す

。

我

々

は

マ

イ

ク

一

つ

を

使

う

の

に

も

お

金

を…

（

と

む

せ

る

）
」 

屋

敷

、

朝

礼

台

の

下

か

ら

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

ほ

う

じ

茶

を

石

嶺

へ

渡

す

。 

 

石

嶺

、

ほ

う

じ

茶

を

ゴ

ク

ゴ

ク

飲

む

。 

 
 

 

「

石

嶺

校

長

 
現

在

5
3
.
4
2

円

」 

 

の

表

示

に

な

る

。

 

石

嶺
「

失

礼

。
先

ほ

ど

の

う

ま

い

棒

が

喉

に…

さ

て

、

も

う

じ

き

生

徒

た

ち

が

登

校

し

て

き

ま

す

。

い

い

で

す

か

。1
0

円

で

ア

ウ

ト

で

す

よ

。
皆

さ

ん

、
ぜ

ひ

画

面

の

テ

ロ

ッ

プ

に

注

目

し

て

ご

覧

く

だ

さ

い

」 

 

５

◯ 

タ

イ

ト

ル

 

 

６

○ 

西

武

高

校

・

1

年

B

組

の

教

室

（

朝

）

 

ス

マ

ホ

画

面

に

韓

国

ア

イ

ド

ル

の

T
i
k
T
o
k

動

画

が

流

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

愛

莉
（1

5

）
と

楓
（1

5

）
、
一

緒

に

動

画

を

見

て

い

る

。

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 
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「

菊

池

愛

莉

 

現

在

0
.
6

円

」 

 
 

 

「

大

森

楓 

現

在

0
.
3

円

」 

 
 

 
愛

莉

と

楓

の

後

ろ

の

席

に

高

橋

（1
5

）

が

座

っ

て

い

る

。

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

高

橋

大

輝

 
現

在

6
.
8

円

」 

 
 

机

の

上

に

キ

シ

リ

ト

ー

ル

ガ

ム

の

ボ

ト

ル

。

 

 
 

 

高

橋

、

ガ

ム

を

ク

チ

ャ

ク

チ

ャ

し

て

い

る

。

 

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー
（

1
6

）
、
手

ぶ

ら

で

や

っ

て

く

る

。

 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

「

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー 

現

在

0

円

」 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

「
（

威

勢

よ

く

）

う

す

！

」

 

高

橋

「

お

う

！

」

 

 
 

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

、

高

橋

の

隣

に

座

る

。 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

「

ガ

ム

く

れ

」 

 
 

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

、

高

橋

の

ガ

ム

の

ボ

ト

ル

を

手

に

取

る

。

 

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

、

フ

タ

を

開

け

て

一

粒

食

べ

る

。
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テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

加

算

さ

れ

、 

 
 

 

「

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー 

現

在

6
.
8

円

」

 

の

表

示

に

な

る

。

 

高

橋

「

お

い

。

勝

手

に

食

う

な

」

 

楓
「
（

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

を

見

て

）
ゲ

イ

ニ

ー

、
カ

バ

ン

は

？

」

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

「

え

？

」 

 
 

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

、

キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

す

る

。 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

「

や

べ

ッ

。

家

に

忘

れ

て

き

た

」

 

愛

莉

「

は

？

 

何

し

に

学

校

き

て

ん

の

？

」

 

 
 

 

高

橋

、

吹

き

出

す

。 

 
 

 

弾

み

で

高

橋

の

口

か

ら

ガ

ム

が

落

っ

こ

ち

る

。 

高

橋

「

馬

鹿

。

朝

か

ら

笑

わ

せ

ん

な

」

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

「

ガ

チ

で

忘

れ

た

ん

だ

っ

て

」

 

愛

莉
「
（

落

ち

た

ガ

ム

を

見

下

ろ

し

て

）
ね

え

、
そ

れ

ど

う

す

ん

の

？

（

と

に

や

り

）
」

 

高

橋

「

え

？

」

 

楓

「
（

察

し

て

、

に

や

り

）
」

 

高

橋

「
（

察

し

て

）

あ

ー

！

」
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×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 

さ

と

み

（1
5

）
、

入

っ

て

く

る

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

橋

本

さ

と

み

 

現

在

0

円

」 

 
 

 

さ

と

み

、

自

分

の

机

を

見

て

立

ち

尽

く

す

。 

机

に

ガ

ム

が

べ

っ

と

り

練

り

込

ま

れ

て

い

る

。 

 
 

 

さ

と

み

、

慌

て

て

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

ポ

ケ

ッ

ト

テ

ィ

ッ

シ

ュ

の

鼻

セ

レ

ブ

を

出

す

。
 

さ

と

み

、

一

枚

テ

ィ

ッ

シ

ュ

を

取

る

。 

テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

加

算

さ

れ

、 

「

橋

本

さ

と

み

 

現

在

4
.
1
2
5

円

」

 

 
 

 

と

な

る

。

 

 
 

 

さ

と

み

、

テ

ィ

ッ

シ

ュ

で

懸

命

に

ガ

ム

を

取

り

除

い

て

い

る

。

 

愛

莉
「
（

遠

く

か

ら

さ

と

み

を

見

て

）…

汚

な
（

と

蔑

む

）
」 

 
 

 

さ

と

み

の

近

く

の

席

で

、
杏
（1

6

）
、
悲

し

げ

に

さ

と

み

を

見

て

い

る

。

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 
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「

石

毛

杏 

現

在

0

円

」

 

 
 

 

さ

と

み

、

視

線

に

気

づ

い

て

杏

を

み

る

。

 

 
 

 
杏

、

思

わ

ず

目

を

そ

ら

す

。

 

 
 

 

杏

の

後

ろ

の

席

で

、
門

田
（1

6

）
、
イ

ヤ

ホ

ン

で

音

楽

を

聴

き

な

が

ら

自

分

の

世

界

に

没

入

し

て

い

る

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

門

田

竜

太

郎

 

現

在

0
.
0
7

円

」

 

 
 

 

窓

際

の

席

、
野

村
（1

6

）
と

七

海
（1

6

）
、
顔

を

寄

せ

合

い

、
ス

マ

ホ

ゲ

ー

ム

を

し

て

い

る

。 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

「

野

村

海

翔

 

現

在

0
.
6

円

」 

 
 

「

垣

内

七

海 

現

在

0
.
4

円

」 

 
 

 

そ

の

後

ろ

の

席

、
今

中
（1

5

）
、
く

し

ゃ

み

を

す

る

。

 

 
 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

今

中

修

司

 

現

在

3
.
8

円

」 

 
 

 

今

中

の

机

の

上

に

箱

テ

ィ

ッ

シ

ュ

。

 

今

中

、

ま

た

く

し

ゃ

み

を

す

る

。

 

今

中

、

テ

ィ

ッ

シ

ュ

を

一

枚

と

る

。
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テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

加

算

さ

れ

、 

 
 

 

「

今

中

修

司

 

現

在

4

円

」 

 
 

 
と

な

る

。

 

 
 

 

今

中

、

鼻

を

か

む

。

 

七

海
「
（

ゲ

ー

ム

を

し

な

が

ら

）
今

中

、
さ

っ

き

か

ら

う

る

さ

い

」

 

今

中
「

ご

め

ん

…

い

や

、
て

か

、
花

粉

症

な

ん

だ

よ

」

 

 

７

○ 

同

・

廊

下

 

さ

と

み

、

水

飲

み

場

で

手

に

つ

い

た

ガ

ム

を

洗

い

落

と

し

て

い

る

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

橋

本

さ

と

み

 

現

在

4
.
1
3

円

」

 

 

８

○ 

同

・

1

年

B

組

の

教

室 

 
 

 

生

徒

た

ち

、

授

業

を

受

け

て

い

る

。 

 
 

 

今

中

、

鼻

を

む

ず

む

ず

さ

せ

て

い

る

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

今

中

修

司

 

現

在

9
.
6

円

」 

今

中

、

く

し

ゃ

み

を

し

、

テ

ィ

ッ

シ

ュ

を

一
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枚

取

る

。 

 
 

 

テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

、 

「

今

中

修

司

 

現

在

9
.
8

円

」 
と

上

昇

す

る

。

 

今

中

、

静

か

に

鼻

を

か

む

。

 

 
 

 

今

中

、

も

う

一

度

テ

ィ

ッ

シ

ュ

に

手

を

伸

ば

す

。

 

 
 

 

が

、

手

を

と

め

る

。

 

 
 

 

今

中

、

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

ア

レ

ル

カ

ッ

ト

の

目

薬

を

出

す

。

 

今

中

、

目

薬

を

構

え

る

。

 

目

薬

が

一

滴

、

今

中

の

目

の

中

に

こ

ぼ

れ

落

ち

た

瞬

間

、

 

 
 

 

「

今

中

修

司

 

現

在

1
3
.
3
5

円

」 

 

と

な

り

、

テ

ロ

ッ

プ

に

ド

ク

ロ

マ

ー

ク

が

出

る

。

 

 
 

 

室

内

に

校

内

放

送

が

流

れ

る

。 

教

員

の

声

「

1

年

B

組

の

今

中

修

司

。

至

急

職

員

室

ま

で

く

る

よ

う

に

」

 

今

中

「…

？

」 
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９

○ 

同

・

職

員

室

 

今

中

、

入

っ

て

く

る

。

 

今

中

「

失

礼

し

ま

す

」

 

 
 

 

屋

敷

、

今

中

を

見

て

、 

屋

敷
「
（

フ

ラ

ン

ス

語

で

）
校

長

先

生

が

呼

ん

で

い

る

。

奥

の

部

屋

に

い

き

な

さ

い

」
 

職

員

室

の

奥

に

校

長

室

へ

と

繋

が

る

扉

が

見

え

る

。

 

 

１

０

○ 

同

・

校

長

室

（

イ

メ

ー

ジ

）

 

ナ

イ

フ

、

鉈

、

斧

、

チ

ェ

ー

ソ

ー

、

銃

、

ガ

ト

リ

ン

グ

ガ

ン

、

な

ど

凶

器

の

数

々

が

ず

ら

り

と

棚

に

並

ん

で

い

る

。

 

 
 

 

石

嶺

、
ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

仮

面

を

つ

け

て

い

る

。 

 
 

今

中

、

か

く

れ

ん

ぼ

の

要

領

で

壁

の

ほ

う

を

向

い

て

目

を

つ

ぶ

っ

て

い

る

。

 

今

中

「

も

ー

い

ー

か

い

」

 

 
 

 

石

嶺

、

凶

器

を

物

色

し

て

い

る

。

 

石

嶺

「

マ

ー

ダ

ー

だ

よ

」
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今

中

「

も

ー

い

ー

か

い

」

 

石

嶺

「

マ

ー

ダ

ー

だ

よ

」

 

 
 

石

嶺

、

斧

を

手

に

す

る

。

 

今

中

「

も

ー

い

ー

か

い

」

 

石

嶺

「

も

ー

い

ー

よ

」

 

 
 

 

今

中

、

目

を

開

け

て

振

り

向

く

。 

 
 

 

今

中

の

視

線

の

先

、

斧

を

振

り

上

げ

る

石

嶺

の

姿

。 

今

中

「
（

悲

鳴

）
」

 

 

１

１

○ 

同

・

廊

下 

 
 

 

ひ

よ

り
（1

5

）
、
顔

を

歪

め

て

足

早

に

歩

い

て

い

る

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在

0

円

」 

 
 

 

ひ

よ

り

、

女

子

ト

イ

レ

へ

入

っ

て

い

く

。

 

 
 

 

ト

イ

レ

の

前

、
杏

、
の

ぞ

み
（1

6

）
、
立

ち

話

を

し

て

い

る

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

石

毛

杏 

現

在

1
.
5

円

」 
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の

ぞ

み

「

杏

さ

ん

の

ク

ラ

ス

。

次

の

授

業

な

ん

で

す

の

？

」

 
杏

「

国

語

で

す

の

。

そ

ち

ら

の

ク

ラ

ス

は

？

」

 

の

ぞ

み

「

世

界

史

で

す

の

」

 

杏

「

ダ

ル

い

で

す

な

」

 

 

１

２

◯ 

同

・

女

子

ト

イ

レ 

 
 

 

ひ

よ

り

、

便

座

に

腰

を

お

ろ

し

て

い

る

。

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

て

い

る

。 

 
 

 

「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在

0

円

」 

ひ

よ

り

、
一

息

つ

い

て

、
ト

イ

レ

ッ

ト

ペ

ー

パ

ー

を

く

る

く

る

巻

き

取

る

。 

 
 

 

テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

、 

 
 

 

「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在

0
.
0
5

円

」

 

 
 

 

と

上

昇

す

る

。

 

 

１

３

◯ 

同

・

廊

下

 

 
 

 

ト

イ

レ

の

前

、
杏

と

の

ぞ

み

、
立

っ

て

い

る

。

 

の

ぞ

み
「
（

急

に

小

声

に

な

り

）
と

き

に

杏

さ

ん

。
う

ち

の

ク

ラ

ス

で

も

噂

で

す

ぞ

？

」
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杏

「

噂

と

は

？

」 

の

ぞ

み

「

イ

ジ

メ

」

 
杏

「…
」

 

の

ぞ

み

「

橋

本

氏

と

菊

池

氏

、

最

初

は

仲

良

し

だ

っ

た

そ

う

や

な

い

で

す

か

？

」

 

杏

「⋯

う

ん

」

 

の

ぞ

み

「

な

ん

で

で

す

の

？

」
 

杏

「

う

ち

が

知

っ

て

る

の

は

…

」 

 

１

４

○ 

同

・

更

衣

室

（

回

想

）

 

画

面

縁

に

ニ

ュ

ー

ス

速

報

風

の

テ

ロ

ッ

プ

で

「1
0

円

ゲ

ー

ム

速

報

」
「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在

0
.
0
5

円

」

と

表

示

さ

れ

て

い

る

。

 

 
 

 

さ

と

み

、

愛

莉

、

楓

、

ジ

ャ

ー

ジ

に

着

替

え

て

い

る

。

 

愛

莉

「
（

驚

く

）

え

ー

、

門

田

？

！

」

 

さ

と

み

「

う

ん

」

 

楓

「

さ

と

み

が

門

田

っ

て

何

か

意

外

」 

さ

と

み

「
（

照

れ

て

）

︙
そ

う

か

な

？

」 

愛

莉

「

ア

イ

ツ

の

ど

こ

が

い

い

の

？

」 
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さ

と

み

「

え

」 

楓

「

何

か

一

日

中

音

楽

聴

い

て

る

よ

ね

」

 
愛

莉

「

ド

ル

オ

タ

だ

っ

た

り

し

て

」

 

さ

と

み

「
（

笑

う

）
」

 

 
 

 

画

面

縁

の

テ

ロ

ッ

プ

内

の

数

値

が

、

 

「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在

0
.
2

円

」 

 
 

 

に

上

昇

す

る

。

 

さ

と

み

「…

バ

イ

ト

の

帰

り

、

見

た

ん

だ

。

門

田

く

ん

が

駅

前

で

路

上

ラ

イ

ブ

し

て

る

と

こ

」
 

楓

「

門

田

、

そ

ん

な

こ

と

や

っ

て

ん

の

？

」

 

 
 

テ

ロ

ッ

プ

内

の

数

値

が

、

 

 
 

「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在

1

円

」 

 
 

に

上

昇

す

る

。

 

さ

と

み
「
（

頷

く

）
お

客

さ

ん

と

か

も

結

構

い

て

、
た

ぶ

ん

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

曲

だ

と

思

う

。

ギ

タ

ー

引

き

な

が

ら

歌

っ

て

て

。

そ

の

姿

が

学

校

の

と

き

と

全

然

違

っ

て

て

…

」

 

楓

「

へ

ー

」

 

 
 

 

愛

莉

、

照

れ

る

さ

と

み

を

見

て

、 

愛

莉

「

ふ

ー

ん

。

ま

。

さ

と

み

が

惚

れ

た

っ

て

い

う
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な

ら

う

ち

ら

は

別

に

と

め

な

い

け

ど

」

 

 
 

 

テ

ロ

ッ

プ

内

の

数

値

が

、

 

 
 

 
「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在

1
.
5

円

」 

 
 

 

に

上

昇

す

る

。

 

愛

莉

「
（

叫

ぶ

）

あ

！

」

 

さ

と

み

「

え

？

」

 

 
 

 

愛

莉

、

カ

メ

ラ

目

線

に

な

っ

て

、

 

愛

莉

「

隠

し

カ

メ

ラ

！

」

 

さ

と

み

「

え

！

 

ど

こ

？

！

」

 

 
 

 

さ

と

み

、

慌

て

ふ

た

め

く

。

 

愛

莉

「

ウ

ソ

で

し

た

ー

（

と

お

ど

け

る

）
」

 

さ

と

み

「

も

う

！

」

 

 
 

 

テ

ロ

ッ

プ

内

の

数

値

が

、

 

 
 

 

「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在

2

円

」 

 
 

 

に

上

昇

す

る

。

 

 
 

 

愛

莉

、

着

替

え

終

え

る

。

 

愛

莉

「

さ

と

み

。

い

く

よ

（

と

笑

顔

）
」 

さ

と

み

「

う

ん

（

と

笑

顔

）
」 

 

１

５

○ 

同

・

体

育

館

（

回

想

）
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画

面

縁

に

速

報

ニ

ュ

ー

ス

風

の

テ

ロ

ッ

プ

で

「1
0

円

ゲ

ー

ム

速

報

」
「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在
8
.
5

円

」

と

出

て

い

る

。

 
さ

と

み

ら

女

子

生

徒

、

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

を

し

て

い

る

。
 

テ

ロ

ッ

プ

内

の

数

値

が

、

 

「

山

口

ひ

よ

り

 
現

在
9

円

」 

に

上

昇

す

る

。

 

 
 

 

さ

と

み

、

パ

ス

を

受

け

る

。 
 

 

 
 

 

さ

と

み

、

高

々

と

ジ

ャ

ン

プ

す

る

。

 

 
 

 

さ

と

み

、

華

麗

に

ア

タ

ッ

ク

。

 

と

、

ボ

ー

ル

が

相

手

コ

ー

ト

の

愛

莉

の

顔

面

に

直

撃

す

る

。

 

さ

と

み

「

？

！

」

 

テ

ロ

ッ

プ

内

の

数

値

が

、

 

 
 

 

「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在

9
.
5

円

」 

 
 

 

に

上

昇

す

る

。

 

愛

莉

、

う

ず

く

ま

る

。

 

 
 

 

さ

と

み

、

す

ぐ

さ

ま

駆

け

寄

る

。 

さ

と

み

「

愛

莉

！ 

大

丈

夫

？

！

」

 



 

21 

 

 
 

 

愛

莉

、

顔

を

上

げ

、 

愛

莉

「
（

さ

と

み

を

睨

む

）
」 

さ

と

み

「
（

は

っ

と

す

る

）
」

 
テ

ロ

ッ

プ

内

の

数

値

が

、

 

 
 

 

「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在

1
0

円

」 

 
 

 

に

上

昇

す

る

。

 

 

１

６

○ 

（

戻

っ

て

）

同

・

廊

下

 

ど

く

ろ

マ

ー

ク

と

共

に

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

て

い

る

。

 

 
 

 

「

山

口

ひ

よ

り

 

現

在

1
0

円

」 

の

ぞ

み

「…

こ

の

世

界

、

一

寸

先

は

闇

で

す

な

」

 

杏

「…

」

 

の

ぞ

み

「

で

は

、

さ

ら

ば

じ

ゃ

」

 

の

ぞ

み

、

去

る

。 

 
 

 

ひ

よ

り

、

す

っ

き

り

し

た

顔

で

ト

イ

レ

か

ら

出

て

く

る

。

 

 
 

 

校

内

放

送

が

流

れ

る

。 

教

員

の

声

「

1

年

B

組

山

口

ひ

よ

り

。

至

急

職

員

室

ま

で

く

る

よ

う

に

」

 



 

22 

 

 

１

７

○ 

同

・

校

長

室

（

イ

メ

ー

ジ

）

 

 
 

 
室

内

に

は

凶

器

の

数

々

。

 

 
 

 

ひ

よ

り

、

壁

際

で

目

を

つ

ぶ

っ

て

い

る

。

 

ひ

よ

り

「

も

ー

い

ー

か

い

」

 

 
 

 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

仮

面

を

つ

け

た

石

嶺

、

凶

器

を

物

色

し

て

い

る

。

 

石

嶺

「

マ

ー

ダ

ー

だ

よ

」

 

ひ

よ

り

「

も

ー

い

ー

か

い

」

 

 
 

 

石

嶺

、

ロ

ー

プ

を

選

ぶ

。

 

 
 

 

石

嶺

、

両

手

で

ロ

ー

プ

を

し

な

ら

せ

る

。

 

石

嶺

「

マ

ー

ダ

ー

だ

よ

」

 

ひ

よ

り

「

も

ー

い

ー

か

い

」

 

石

嶺

「

も

ー

い

い

よ

」

 

 
 

 

ひ

よ

り

、

目

を

開

け

て

振

り

向

く

。

 

 
 

 

ひ

よ

り

の

視

線

の

先

、

ロ

ー

プ

を

構

え

る

石

嶺

の

姿

。 

ひ

よ

り

「
（

悲

鳴

）
」

 

 

１

８

◯ 

同

・1

年

B

組

の

教

室

（

昼

休

み

） 
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門

田

、

机

に

突

っ

伏

し

、

イ

ヤ

ホ

ン

を

つ

け

た

ま

ま

寝

て

い

る

。

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

「

門

田

竜

太

郎

 

現

在

1
.
9

円

」 

杏

、

友

達

ら

と

机

を

く

っ

つ

け

て

弁

当

を

食

べ

る

支

度

を

し

て

い

る

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

石

毛

杏 

現

在

3
.
7
4

円

」 

 
 

 

さ

と

み

、

ひ

と

り

机

に

座

り

、

弁

当

箱

を

取

り

出

し

て

い

る

。

 

杏

「
（

さ

と

み

を

見

て

）…

」 

 
 

 

杏

、

お

も

む

ろ

に

立

ち

上

が

る

。 

友

人

た

ち

「

…

？

」

 

 
 

 

杏

、

さ

と

み

の

も

と

へ

い

く

。

 

 
 

 

杏

、

さ

と

み

の

前

に

立

つ

。 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

橋

本

さ

と

み

 

現

在

7
.
8

円

」 

杏
「
（

明

る

く

）
橋

本

さ

ん

、
よ

か

っ

た

ら

う

ち

ら

と

一

緒

に

食

べ

な

い

？

」

 

さ

と

み

「
（

顔

を

上

げ

て

）

え

？

」
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杏

「

前

か

ら

橋

本

さ

ん

と

話

し

た

い

な

っ

て

思

っ

て

て

。

あ

ん

ま

り

話

し

た

こ

と

な

か

っ

た

し

」

 
さ

と

み

「
（

俯

い

て

）…

大

丈

夫

だ

か

ら

」

 
さ

と

み

、

急

い

で

弁

当

箱

を

し

ま

う

と

立

ち

上

が

る

。 

杏

「

橋

本

さ

ん

？

」

 

さ

と

み

「

お

腹

、

減

っ

て

な

い

か

ら

」

 

 
 

 

さ

と

み

、

教

室

を

出

て

い

く

。
 

杏

「…

」

 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

  
 

 

杏

の

机

の

上

、

空

に

な

っ

た

弁

当

箱

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

石

毛

杏 

現

在

3
2
0

円

」 

 
 

 

杏

、

空

に

な

っ

た

弁

当

箱

を

し

ま

う

。

 

 
 

 

杏

の

友

人

ら

も

弁

当

箱

を

し

ま

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

室

内

に

校

内

放

送

が

流

れ

る

。 

教

員

の

声

「

1

年

B

組 

辻

、

平

野

、

秋

山

、

清

原

、

デ

ス

ト

ラ

ー

デ

、
石

毛

、
安

部

、
伊

東

、
田

辺…

」
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１

９

○ 

同

・

校

長

室

（

イ

メ

ー

ジ

）

 

 
 

 
杏

を

は

じ

め

呼

び

出

さ

れ

た

二

十

数

人

の

生

徒

た

ち

、
手

を

つ

な

い

で

輪

を

作

っ

て

い

る

。 

石

嶺

、

輪

の

中

で

し

ゃ

が

み

こ

ん

で

い

る

。

 

生

徒

た

ち

、「

か

ご

め

」
を

歌

い

な

が

ら

ぐ

る

ぐ

る

回

る

。

 

生

徒

た

ち

「

か

ご

め

か

ご

め

ー

」

 

生

徒

た

ち

「

籠

の

中

の

鳥

は

ー

」

 

生

徒

た

ち

「

い

つ

い

つ

出

や

る

ー

」 
 

生

徒

た

ち

「

夜

明

け

の

晩

に

ー

」 
 

生

徒

た

ち

「

鶴

と

亀

と

滑

っ

た

ー

」

 

生

徒

た

ち

「

う

し

ろ

の

正

面

だ

あ

れ

？

」

 

 
 

 

生

徒

た

ち

、

と

ま

る

。

 

 
 

 

石

嶺

、

ゆ

っ

く

り

振

り

返

る

。 

 
 

 

石

嶺

、
ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

仮

面

を

つ

け

て

い

る

。 

生

徒

た

ち

「
（

悲

鳴

）
」

 

 

２

０

○ 

同

・

校

庭

 

 
 

 

石

嶺

、

マ

イ

ク

を

握

り

し

め

て

朝

礼

台

に

立
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っ

て

い

る

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 
「

石

嶺

校

長

 

現

在

1
9
1
9
.
1
9

円

」

 

石

嶺

「
（

叫

ぶ

）

青

春

、

ぶ

ち

こ

わ

し

ま

ー

す

！

」

 

 

２

１

○ 

同

・

部

室

 

 
 

 

運

動

部

の

部

室

。

 

 
 

 

野

村

と

七

海

、

二

人

き

り

で

座

り

込

ん

で

い

る

。 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

垣

内

七

海

 

現

在

4
.
9
2

円

」 

 
 

 

「

野

村

海

翔

 

現

在

6
.
9
9

円

」 

七

海

「
（

囁

く

）

お

腹

す

い

た

ね

」

 

野

村

「

う

ん

」

 

七

海

「

ご

め

ん

ね

。

お

弁

当

持

っ

て

く

る

の

忘

れ

て

き

ち

ゃ

っ

て

」

 

 
 

 

野

村

、

七

海

を

優

し

く

抱

き

し

め

る

。

 

野

村

「

よ

し

よ

し

（

と

頭

を

撫

で

る

）
」 

 
 

 

二

人

、

し

ば

し

抱

き

合

う

。 

野

村

「…

し

た

く

な

っ

て

き

た

」
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七

海

「…

人

く

る

よ

」

 

野

村

「

誰

も

こ

な

い

っ

て

」

 

 
 

と

ド

ア

を

見

る

。

 

七

海

「

う

ー

ん

」

 

野

村

、
七

海

の

顎

を

掴

み

、
顔

を

近

づ

け

る

。

 

七

海

、

そ

っ

と

目

を

つ

ぶ

る

。

 

二

人

の

唇

が

触

れ

合

う

。

 

野

村

、

唇

を

離

す

と

、 

野

村

「
（

七

海

を

見

下

ろ

し

）

舌

出

し

て

」
 

七

海

「

や

だ

」

 

野

村

「

い

い

か

ら

」

 

 
 

 

七

海

、

し

か

た

な

く

口

を

開

け

る

。

 

 
 

 

野

村

、

口

を

開

け

、

七

海

の

舌

の

上

に

唾

液

を

垂

ら

す

。

 

 
 

 

七

海

、

野

村

の

唾

液

を

飲

み

込

む

。 

野

村

「

お

い

し

い

？

」 

七

海

「…

海

翔

の

味

が

す

る

」 

野

村

「

じ

ゃ

あ

、

七

海

の

も

ち

ょ

う

だ

い

」 

七

海

「

ほ

し

い

の

？

」 

野

村

「

う

ん

」
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七

海

「

え

ー

。

ど

う

し

よ

う

か

な

」

 

 
 

野

村

、

上

を

向

い

て

口

を

開

け

る

。 

 
 

七

海

、

野

村

の

顔

を

覗

き

込

む

よ

う

に

し

、

耳

の

髪

を

か

き

わ

け

、
そ

っ

と

唾

液

を

垂

ら

す

。 

 
 

 

野

村

、

唾

液

を

飲

み

込

む

。 

野

村
「
（

興

奮

し

て

）
我

慢

で

き

な

い

。
弁

当

代

わ

り

に

七

海

の

こ

と

食

べ

て

い

い

？

」 

七

海

「

私

の

お

弁

当

は

？

」 

野

村

「

ウ

ィ

ン

ナ

ー

」 

七

海

「

え

ー

。

ウ

ィ

ン

ナ

ー

好

き

じ

ゃ

な

い

」 

野

村

「

俺

の

自

信

作

だ

か

ら

」 

 
 

 

七

海

、

高

ぶ

る

野

村

を

見

つ

め

、 

七

海

「

じ

ゃ

あ

、

ウ

ィ

ン

ナ

ー

に

キ

ャ

ベ

ツ

巻

い

て

く

れ

た

ら

食

べ

て

あ

げ

て

も

い

い

よ

」

 

野

村

「

ロ

ー

ル

キ

ャ

ベ

ツ

風

？

」 

七

海

「

う

ん

」

 

野

村

「

え

。

ウ

ィ

ン

ナ

ー

だ

け

が

い

い

」

 

七

海

「

ダ

メ

」

 

野

村

「

ウ

ィ

ン

ナ

ー

だ

け

」 

七

海

「

ロ

ー

ル

キ

ャ

ベ

ツ

」
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野

村

「

ウ

ィ

ン

ナ

ー

だ

け

で

」 

七

海

「

ロ

ー

ル

キ

ャ

ベ

ツ

」

 
野

村

「
（

観

念

し

て

）…

ロ

ー

ル

キ

ャ

ベ

ツ

か

」 

 
 

 

野

村

、

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

無

印

良

品

の

コ

ン

ド

ー

ム

を

取

り

出

す

。 

 
 

 

野

村

、

コ

ン

ド

ー

ム

の

袋

を

開

け

る

。

 

 
 

 

テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

加

算

さ

れ

、 

 
 

 

「

野

村

海

翔

 

現

在

1
0
2
.
7
5

円

」

 

 
 

 

と

な

り

、

ど

く

ろ

マ

ー

ク

が

表

示

さ

れ

る

。

 

 
 

 

野

村

、

ズ

ボ

ン

を

下

ろ

し

、

ボ

ク

サ

ー

パ

ン

ツ

を

脱

ご

う

と

す

る

。

 

 
 

 

校

内

放

送

が

流

れ

る

。 

ア

ナ

ウ

ン

ス

「1

年

B

組

野

村

海

翔

。

至

急

職

員

室

ま

で

く

る

よ

う

に

」

 

野

村

「
（

舌

打

ち

）
」

 

 
 

野

村

、

渋

々

立

ち

上

が

る

。

 

野

村

「

い

い

と

こ

だ

っ

た

の

に

…

」 

 
 

七

海

、

立

ち

上

が

る

。 

 
 

二

人

、

見

つ

め

合

う

。 

 
 

七

海

、

野

村

の

緩

ん

だ

ネ

ク

タ

イ

を

直

す

。 
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七

海
「
（

微

笑

む

）
い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

。
ダ

ー

リ

ン

」

 

 
２

２

○ 

同

・

校

長

室

（

イ

メ

ー

ジ

）

 

 
 

 

室

内

に

は

凶

器

の

数

々

。

 

 
 

 

野

村

、

壁

際

で

目

を

つ

ぶ

っ

て

い

る

。

 

野

村

「

も

ー

い

ー

か

い

」
 

 
 

 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

仮

面

を

つ

け

た

石

嶺

、

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

を

取

る

。 

石

嶺

「

マ

ー

ダ

ー

だ

よ

」

 

野

村

「

も

ー

い

ー

か

い

」

 

 
 

石

嶺

、

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

を

回

転

さ

せ

る

。

 

 
 

室

内

に

轟

く

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

の

音

。 

石

嶺

「

マ

ー

ダ

ー

だ

よ

」

 

野

村

「

も

ー

い

ー

か

い

」

 

石

嶺

「

も

ー

い

い

よ

」

 

 
 

野

村

、

目

を

開

け

て

振

り

向

く

。 

 
 

野

村

の

視

線

の

先

、

チ

ェ

ー

ン

ソ

ー

を

振

り

か

ざ

す

石

嶺

の

姿

。

 

野

村

「
（

悲

鳴

）
」
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２

３

○ 
1

年

B

組

の

生

徒

た

ち

の

顔

写

真

 

 
 

 
3
0

人

の

顔

写

真

が

並

ん

で

い

る

。

 

 
 

 
顔

写

真

の

大

半

が

白

黒

に

な

っ

て

い

る

。

 

 
 

カ

ラ

ー

だ

っ

た

野

村

の

顔

写

真

が

白

黒

に

変

わ

る

。

 

 ２

４

○ 

西

武

高

校

・

部

室

 

 
 

 

七

海

、
ひ

と

り

手

持

ち

無

沙

汰

に

し

て

い

る

。 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

垣

内

七

海

 

現

在

4
.
9
2

円

」 

七

海

、

腹

の

音

が

鳴

る

。

 

七

海

、

カ

バ

ン

か

ら

チ

ロ

ル

チ

ョ

コ

を

取

り

出

す

。 

 
 

 

七

海

、

チ

ロ

ル

チ

ョ

コ

を

食

べ

る

。

 

 
 

 

テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

加

算

さ

れ

、 

 
 

 

「

垣

内

七

海

 

現

在

2
4
.
9
2

円

」 

 
 

 

と

な

る

。

 

 

２

５

○ 
1

年

B

組

の

生

徒

た

ち

の

顔

写

真

 

 
 

 

七

海

の

写

真

が

白

黒

に

変

わ

る

。 
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未

だ

カ

ラ

ー

な

の

は

、

さ

と

み

、

門

田

、

愛

莉

、

高

橋

、

楓

、

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

の

6

人

。

 

 

２

６

○ 
高

校

・1

年

B

組

の

教

室

（

午

後

）

 

 
 

 

さ

と

み

、

門

田

、

愛

莉

、

高

橋

、

楓

、

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

の

6
人

、

授

業

を

受

け

て

い

る

。

 

 
 

 

さ

と

み

、

ノ

ー

ト

を

取

っ

て

い

る

。

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

橋

本

さ

と

み

 

現

在

8
.
1
9

円

」
 

 
 

 

窓

の

外

で

雨

が

降

り

出

す

。 

さ

と

み

「
（

窓

を

見

て

）…

」 

 

２

７

○ 

同

・

校

庭

 

 
 

激

し

い

雨

。

 

 

２

８

○ 

同

・1

年

B

組

の

教

室

 

 
 

 

休

み

時

間

。

 
 

 
 

 
 

 

教

室

の

隅

で

、

愛

莉

、

高

橋

、

楓

、

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

が

一

か

た

ま

り

に

な

っ

て

だ

べ

っ

て

い

る

。
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高

橋

「

あ

ー

。

イ

ラ

イ

ラ

す

る

！

」

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 
「

高

橋

大

輝

 

現

在

6
.
8

円

」 

楓

「

何

？ 
急

に

」

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

大

森

楓 

現

在
8
.
3
3

円

」 

高

橋

「

昼

飯

食

べ

て

ね

え

か

ら

イ

ラ

イ

ラ

す

る

わ

。

ビ

ー

ト

た

け

し

み

た

い

に

一

日

一

食

っ

て

決

め

て

て

夜

好

き

な

だ

け

食

べ

る

ス

タ

イ

ル

だ

か

ら

腹

減

っ

て

イ

ラ

イ

ラ

す

る

わ

」

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

「

そ

の

ス

タ

イ

ル

、

俺

も

だ

わ

」 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー 

現

在

6
.
8

円

」

 

愛

莉

「

知

っ

て

る

？

 

人

間

っ

て

空

腹

だ

と

攻

撃

的

に

な

る

ん

だ

っ

て

」 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

「

菊

池

愛

莉 

現

在

8
.
6
9

円

」 

愛

莉

「

教

室

で

暴

れ

回

っ

た

り

な

ん

か

し

な

い

で

よ

（

と

に

や

り

）
」 

高

橋

「
（

合

点

し

、

に

や

り

）
」 
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×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

  
 

 

さ

と

み

、

席

に

座

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

、

や

っ

て

き

て

、

さ

と

み

の

机

に

わ

ざ

と

ぶ

つ

か

る

。

 

 
 

 

机

、

揺

れ

る

。

 
 

 
 

 

さ

と

み

、

驚

く

。 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

「
（

白

々

し

く

）

お

っ

と

。

悪

ぃ

」 

さ

と

み

「…

」 

 
 

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

、

去

る

。

 

 
 

 

続

い

て

高

橋

、

さ

と

み

の

机

の

脇

を

通

り

か

か

る

。

 

 
 

 

高

橋

、

コ

ケ

た

ふ

り

を

し

、

さ

と

み

の

机

に

も

た

れ

か

か

る

。 

 
 

 

さ

と

み

の

机

が

勢

い

よ

く

倒

れ

る

。

 

 
 

 

床

に

筆

記

用

具

や

教

科

書

が

散

ら

ば

る

。

 

 
 

 

さ

と

み

、

咄

嗟

に

立

ち

上

が

る

。 
 

高

橋

「
（

に

や

り

と

笑

い

）

悪

い

な

」 

 
 

 

高

橋

、

さ

と

み

の

教

科

書

を

踏

ん

づ

け

な

が
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ら

去

る

。 

さ

と

み

「…

」 

 
 

 
さ

と

み

、

唇

を

噛

み

締

め

て

俯

く

。

 

 
 

 

愛

莉

ら

、

遠

く

か

ら

そ

の

様

子

を

満

足

げ

に

眺

め

て

い

る

。

 

さ

と

み

、

倒

れ

た

机

を

起

こ

す

。 

さ

と

み

、

し

ゃ

が

み

込

み

、

無

言

で

筆

記

用

具

や

教

科

書

を

拾

い

始

め

る

。 

さ

と

み

が

筆

箱

を

拾

お

う

と

す

る

と

、

正

面

か

ら

手

が

伸

び

て

く

る

。

 

さ

と

み

「…

？

」 

さ

と

み

、

顔

を

あ

げ

る

。

 

さ

と

み

の

眼

の

前

に

門

田

の

姿

。 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

門

田

竜

太

郎

 

現

在

3
.
9

円

」 

 
 

 

門

田

、

さ

と

み

の

筆

箱

を

拾

い

上

げ

る

と

、

さ

と

み

の

机

の

上

に

置

く

。 

門

田

「

こ

こ

、

置

い

と

く

ぞ

」

 

さ

と

み

「

あ

っ…

」

 

 
 

 

門

田

、

愛

莉

ら

4

人

の

も

と

へ

向

か

う

。 
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さ

と

み

「…

」 

 
 

 

門

田

、

4

人

の

前

に

立

ち

、

睨

み

つ

け

る

。 
門

田

「…

ダ

セ

エ

ん

だ

よ

」

 

高

橋

「

あ

？

」 

門

田

「

ロ

ッ

ク

じ

ゃ

ね

え

ん

だ

よ

。

よ

っ

て

た

か

っ

て

弱

い

奴

を

攻

撃

す

ん

の

」 

高

橋

「

こ

い

つ

、

ロ

ッ

ク

ン

ロ

ー

ル

だ

ぜ

！

（

と

笑

う

）
」 

 
 

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

と

楓

、

笑

う

。 

愛

莉

、

笑

わ

ず

に

門

田

を

睨

む

よ

う

に

見

つ

め

る

。

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

、

門

田

に

に

じ

り

寄

り

、 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

「

や

ん

の

か

コ

ラ

」 

 
 

 

門

田

、

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

の

顔

に

唾

を

吐

く

。

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

「
（

激

怒

し

）

こ

の

野

郎

！

」

 

 
 

 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

、

門

田

に

襲

い

か

か

る

。

 

門

田

と

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

、

激

し

く

取

っ

組

み

合

う

。 

 
 

 

高

橋

、

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

に

加

勢

す

る

。

 

 
 

 

三

人

、

揉

み

く

ち

ゃ

に

な

っ

て

殴

り

合

う

。
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楓

「

愛

莉

、

ち

ょ

っ

と

ヤ

バ

く

な

い

？

」 

愛

莉

「…

」 
さ

と

み

「
（

呆

然

と

見

つ

め

て

）

…

」 

 

２

９

○ 

同

・

廊

下
 

 
 

 

門

田

、

水

飲

み

場

の

前

に

立

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

門

田

竜

太

郎

 

現

在

4
.
0
9

円

」

 

 
 

 

門

田

、

水

を

出

し

っ

ぱ

な

し

な

し

、

腕

に

で

き

た

傷

口

を

洗

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

、 

 
 

 

「

門

田

竜

太

郎

 

現

在

4
.
1

円

」 

 
 

 

「

門

田

竜

太

郎

 

現

在

4
.
1
1

円

」

 

 
 

と

少

し

ず

つ

加

算

さ

れ

て

い

く

。

 

 
 

 

門

田

、

蛇

口

を

閉

め

る

。

 

 
 

 

テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

、 

 
 

 

「

門

田

竜

太

郎

 

現

在

4
.
1
7

円

」

 

 
 

 

で

と

ま

る

。

 

 
 

 

門

田

、

歩

き

出

す

。 

 
 

 

と

、

目

の

前

に

さ

と

み

が

立

っ

て

い

る

。
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さ

と

み

、

無

言

で

絆

創

膏

を

差

し

出

す

。 

門

田

「…

？

」 
さ

と

み

「…

使

っ

て

」

 

門

田

「

い

ら

ね

え

よ

」

 

 
 

 

さ

と

み

、
な

お

も

絆

創

膏

を

差

し

出

し

続

け

、 

さ

と

み

「

お

願

い…

使

っ

て…

」 

 
 

 

門

田

、

仕

方

な

く

絆

創

膏

を

受

け

取

る

。 

 
 

 

門

田

、

シ

ー

ル

を

は

が

し

、

絆

創

膏

を

傷

口

に

貼

る

。 

 
 

 

テ

ロ

ッ

プ

の

数

値

が

加

算

さ

れ

、 

 
 

 

「

門

田

竜

太

郎

 

現

在

2
0
.
5
2

円

」

 

 
 

 

と

な

る

。

 

 
 

 

校

内

放

送

が

流

れ

る

。 

教

員

の

声

「

1

年

B

組

の

門

田

竜

太

郎

。

至

急

職

員

室

ま

で

く

る

よ

う

に

」

 

 
 

 

門

田

、

さ

と

み

を

見

て

、

 

門

田

「…

見

て

て

イ

ラ

つ

く

ん

だ

よ

」

 

さ

と

み

「…

」 
 

門

田

「

お

前

も

さ

、

子

供

じ

ゃ

な

い

ん

だ

か

ら

黙

っ

て

な

い

で

や

り

返

し

た

ら

ど

う

な

ん

だ

？

」
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さ

と

み

「
（

俯

く

）

ご

め

ん

な

さ

い

」 
 

門

田

「…

な

ん

で

俺

に

謝

る

ん

だ

よ

」

 

 
 

 
門

田

、

去

る

。

 

 
 

 

さ

と

み

、

門

田

の

背

中

を

見

つ

め

る

。

 

 

３

０

○ 

同

・

校

長

室

（

イ

メ

ー

ジ

）

 

 
 

 

室

内

に

は

凶

器

の

数

々

。

 

 
 

 

門

田

、

壁

際

で

目

を

つ

ぶ

っ

て

い

る

。

 

門

田

「

も

ー

い

ー

か

い

」

 

 
 

 

ジ

ェ

イ

ソ

ン

の

仮

面

を

つ

け

た

石

嶺

、

ガ

ト

リ

ン

グ

ガ

ン

の

弾

帯

を

装

着

し

て

い

る

。

 

石

嶺

「

マ

ー

ダ

ー

だ

よ

」

 

門

田

「

も

ー

い

ー

か

い

」

 

 
 

 

石

嶺

、

ガ

ト

リ

ン

グ

ガ

ン

の

銃

口

を

門

田

に

向

け

る

。 

石

嶺

「

マ

ー

ダ

ー

だ

よ

」

 

門

田

「

も

ー

い

ー

か

い

」

 

石

嶺

「

も

ー

い

い

よ

」

 

 
 

 

門

田

、

目

を

開

け

て

ふ

り

む

く

。

 

 
 

 

門

田

の

視

線

の

先

に

ガ

ト

リ

ン

グ

ガ

ン

を

構
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え

る

石

嶺

の

姿

。 

 
 

 

絶

叫

す

る

門

田

の

顔

。 

 
 

 
そ

の

顔

の

ア

ッ

プ

で

ス

ト

ッ

プ

モ

ー

シ

ョ

ン

。 

 
 

 

そ

の

絵

に

重

ね

る

よ

う

に

ガ

ト

リ

ン

グ

ガ

ン

の

発

射

音

が

け

た

た

ま

し

く

轟

く

。

 

 
 

ド

ド

ド

ド

ド

ッ

。 

 
 

 

ド

ド

ド

ド

ド

ッ

。 

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ッ

ー

ー

 

発

射

音

、

次

第

に

激

し

さ

を

増

す

。
 

 
 

 

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ッ

！ 

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ッ

！

 

 
 

 

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ッ

！

 

 
 

 

発

射

音

、

さ

ら

に

激

し

く

な

り

、

大

砲

の

よ

う

な

爆

発

音

と

な

る

。 

 
 

 

ド

ド

ド

ド

ー

ー

ー

ン

！

 

 
 

 

ド

ド

ド

ド

ー

ー

ー

ン

！

 

 
 

 

ド

ー

ー

ー

ン

！

！ 

 
 

 

ド

ー

ー

ー

ン

！

！ 

 
 

 

ド

ー

ー

ー

ン

！

！ 

 
 

 

ド

ー

ー

ー

ン

！

！ 
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ド

ー

ー

ー

ン

ー

！ 

 
 

 

ド

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

ン

！

！

！ 

 

３

１

○ 
1

年

B

組

の

生

徒

た

ち

の

顔

写

真

 

 
 

 

門

田

の

写

真

、
カ

ラ

ー

か

ら

白

黒

に

変

わ

る

。 

 

３

２

○ 

西

武

高

校
・1

年

B

組

の

教

室
（

放

課

後

）

 

 
 

 

さ

と

み

、

帰

り

支

度

を

し

て

い

る

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

橋

本

さ

と

み

 

現

在

9
.
3
2

円

」

 

 
 

 

窓

際

の

席

で

、

愛

莉

、

高

橋

、

楓

、

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

の

四

人

、

だ

べ

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

さ

と

み

、

教

室

を

出

よ

う

と

す

る

。

 

さ

と

み

「…

」 

 
 

 

さ

と

み

、

ふ

と

足

が

止

ま

る

。 

 

３

３

◯ 

同

・

廊

下

（

回

想

） 

 
 

 

門

田

、

さ

と

み

を

見

て

、
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門

田

「…

見

て

て

イ

ラ

つ

く

ん

だ

よ

」

 

さ

と

み

「…

」 
 

門

田

「

お

前

も

さ

、

子

供

じ

ゃ

な

い

ん

だ

か

ら

黙

っ

て

な

い

で

や

り

返

し

た

ら

ど

う

な

ん

だ

？

」

 

 

３

４

◯ 

（

戻

っ

て

）

1
年

B

組

の

教

室 

 
 

 

さ

と

み

、

意

を

決

し

た

よ

う

に

踵

を

返

し

、

愛

莉

ら

の

も

と

へ

い

く

。

 

愛

莉

「
（

さ

と

み

に

気

づ

い

て

）

…

？

」 

 
 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

菊

池

愛

莉

 

現

在

9
.
2
1

円

」 

 
 

 

愛

莉

、

さ

と

み

を

睨

み

、

 

愛

莉

「

何

？

」

 

 
 

さ

と

み

、

俯

き

、 

さ

と

み

「
（

ぼ

そ

り

と

）

も

う

や

め

て

」

 

愛

莉

「

は

？

」

 

さ

と

み

「

も

う

私

に

構

わ

な

い

で

」

 

愛

莉

「…

あ

ん

た

、

何

い

っ

て

ん

の

？

 

私

だ

っ

て

別

に

構

い

た

く

な

い

。

誰

が

原

因

で

う

ち

ら

が

こ

ん

な

こ

と

し

て

る

と

思

っ

て

る

の

？

」
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さ

と

み

「…

」 

愛

莉

「

あ

ん

た

の

せ

い

で

ま

だ

顔

に

傷

が

残

っ

て

ん

だ

よ

」
 

さ

と

み

「…
残

っ

て

な

い

」

 

愛

莉

「

は

。

残

っ

て

る

し

」

 

さ

と

み

「
（

愛

莉

の

目

を

見

て

）

残

っ

て

な

い

」

 

楓

「

さ

と

み

。

あ

ん

ま

調

子

こ

く

な

」

 

愛

莉

「…

大

輝

、

教

室

の

ド

ア

閉

め

て

」 

高

橋

「…

？

」 

 
 

高

橋

、

い

わ

れ

る

が

ま

ま

ド

ア

へ

向

か

う

。 

高

橋

、

ド

ア

を

閉

め

る

。 

愛

莉

「
（

さ

と

み

）

オ

ナ

ニ

ー

し

ろ

」 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

「

え

。

マ

ジ

で

？

」

 

楓

「

愛

莉

、

ヤ

バ

い

っ

て

」

 

愛

莉

「

楓

は

黙

っ

て

て

！

」

 

楓

「…

」

 

 
 

 

愛

莉

、

ス

マ

ホ

を

取

り

出

す

。 

 
 

 

愛

莉

、

ス

マ

ホ

の

カ

メ

ラ

を

さ

と

み

に

向

け

る

。

 

愛

莉

「

や

め

て

ほ

し

い

ん

だ

っ

た

ら

今

こ

こ

で

オ

ナ
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ニ

ー

し

ろ

」

 

さ

と

み

「…

」 
愛

莉

「

み

ん

な

も

ス

マ

ホ

出

せ

」

 

 
 

 

一

同

、

い

わ

れ

る

が

ま

ま

ス

マ

ホ

を

出

し

、

カ

メ

ラ

を

さ

と

み

に

向

け

る

。 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

高

橋

大

輝

 

現

在

6
.
8

円

」 

 
 

 

「

大

森

楓 

現

在

9
.
6
9

円

」 

 
 

 

「

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー 

現

在

6
.
8

円

」
 

 
 

 

一

同

、

ス

マ

ホ

を

向

け

て

い

る

。

 

 
 

 

一

同

の

数

値

が

、 

 
 

 

「

高

橋

大

輝

 

現

在

6
.
8
0
5

円

」 

 
 

 

「

大

森

楓 

現

在

9
.
6
9
0
5

円

」 

 
 

 

と

い

っ

た

ふ

う

に

、

限

り

な

く

緩

慢

に

上

昇

し

て

い

く

。

 

愛

莉

「

何

し

て

ん

の

？

 

早

く

脱

げ

よ

」 

 
 

さ

と

み

、

俯

き

、

 

さ

と

み

「…

愛

莉

も

見

た

ん

だ

よ

ね

」

 

愛

莉

「

は

？

」

 

さ

と

み

「

門

田

く

ん

が

路

上

で

歌

っ

て

る

姿

」 
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愛

莉

「…

」 

さ

と

み

「

門

田

く

ん

の

歌

声

聴

い

た

ら

好

き

に

な

っ

ち

ゃ

う

の

し

ょ

う

が

な

い

も

ん

」 

楓

「…

さ

と

み

。

あ

ん

た

何

い

っ

て

ん

の

？

」 

さ

と

み
「
（

愛

莉

へ

）
だ

か

ら

怒

っ

て

る

ん

で

し

ょ

？

 

あ

の

時

、

私

が

門

田

く

ん

の

こ

と

好

き

っ

て

い

っ

た

か

ら

。

愛

莉

が

好

き

な

人

を

私

が

好

き

に

な

っ

た

か

ら

！

」 

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

「…

え

、

菊

池

、

門

田

の

こ

と

好

き

だ

っ

た

の

？

」

 

 
 

 

愛

莉

、

み

る

み

る

表

情

が

変

わ

る

。 

愛

莉

「
（

逆

上

し

て

）

み

ん

な

！

 

ガ

ム

食

え

！

」 

楓

「…

愛

莉

？

」

 

 
 

 

愛

莉

、

高

橋

の

机

の

上

の

キ

シ

リ

ト

ー

ル

ガ

ム

の

ボ

ト

ル

を

手

に

す

る

。

 

 
 

 

愛

莉

、

ガ

ム

を

一

気

に

貪

る

。 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

菊

池

愛

莉

 

現

在

5
0
.
1

円

」 

愛

莉

「

噛

ん

だ

ガ

ム

、

コ

イ

ツ

の

喉

に

つ

ま

ら

せ

て

二

度

と

し

ゃ

べ

れ

な

い

よ

う

に

し

て

や

る

」
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高

橋

、

楓

、

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

、

い

わ

れ

る

が

ま

ま

ガ

ム

を

食

べ

る

。 

 
 

 
校

内

放

送

が

流

れ

る

。 

教

員

の

声

「
1

年

B

組

菊

池

愛

莉

、

高

橋

大

輝

、

大

森

楓

、

タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

、

至

急

職

員

室

ま

で

く

る

よ

う

に

」

 

愛

莉

「
（

舌

打

ち

）
」

 

 

３

５

○ 

同

・

校

長

室

（

イ

メ

ー

ジ

）

 

 
 

 

愛

莉

、
高

橋

、
楓

、
タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

の

四

人

、

肩

を

組

ん

で

い

る

。

 

 
 

 

正

面

に

石

嶺

、

屋

敷

、

ほ

か

教

員

二

人

の

四

人

、

肩

を

組

ん

で

い

る

。

 

 
 

 

一

同

、

花

い

ち

も

ん

め

を

始

め

る

。

 

石

嶺

た

ち

「

勝

っ

て

う

れ

し

い

花

い

ち

も

ん

め

ッ

」

 

愛

莉

た

ち

「

負

け

て

悔

し

い

花

い

ち

も

ん

め

ッ

」 

石

嶺

た

ち
「

隣

の

お

ば

さ

ん

ち

ょ

っ

と

き

て

お

く

れ

」 

愛

莉

た

ち

「

鬼

が

怖

く

て

い

か

れ

な

い

」

 

石

嶺

た

ち

「

お

布

団

か

ぶ

っ

て

ち

ょ

っ

と

き

て

お

く

れ

」 
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愛

莉

た

ち

「

お

布

団

び

り

び

り

い

か

れ

な

い

」

 

石

嶺

た

ち
「

お

釜

か

ぶ

っ

て

ち

ょ

っ

と

き

て

お

く

れ

」 
愛

莉

た

ち

「

お

釜

底

抜

け

い

か

れ

な

い

」

 

石

嶺

た

ち

「

あ

の

子

が

ほ

し

い

」

 

愛

莉

た

ち

「

あ

の

子

じ

ゃ

わ

か

ら

ん

」

 

石

嶺

た

ち

「

こ

の

子

が

ほ

し

い

」

 

愛

莉

た

ち

「

こ

の

子

じ

ゃ

わ

か

ら

ん

」

 

石

嶺

た

ち

「

相

談

し

よ

う

」

 

愛

莉

た

ち

「

そ

う

し

よ

う

」

 

 
 

 

愛

莉

た

ち

、

し

ゃ

が

み

込

ん

で

話

し

合

う

。

 

愛

莉

た

ち

「
（

一

斉

に

頷

く

）
」 

 
 

 

愛

莉

た

ち

、

立

ち

上

が

っ

て

石

嶺

た

ち

を

見

る

。

 

愛

莉

「

せ

ー

の

！

」

 

愛

莉

た

ち

、

一

斉

に

絶

叫

す

る

。 

 

３

６

○ 
1

年

B

組

の

生

徒

た

ち

の

顔

写

真

 

 
 

 

愛

莉

、
高

橋

、
楓

、
タ

イ

ゲ

イ

ニ

ー

の

写

真

、

カ

ラ

ー

か

ら

白

黒

に

変

わ

る

。 

 
 

 

こ

れ

で

さ

と

み

以

外

、

全

員

白

黒

と

な

る

。
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３

７

○ 

西

武

高

校

・

昇

降

口

 

 
 

 
さ

と

み

、

上

履

き

を

脱

ぐ

。 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

橋

本

さ

と

み

 

現

在

9
.
8
2

円

」

 

さ

と

み
「
（

呟

く

）
ち

ゃ

ん

と

い

え

た

…

偉

い

ぞ

、
私

」

 

 
 

 

さ

と

み

、

靴

を

履

き

、

傘

を

持

っ

て

出

て

い

く

。

 

 

３

８

○ 

同

・

校

庭

 

 
 

 

降

り

し

き

る

雨

。 

 
 

 

朝

礼

台

に

ず

ぶ

濡

れ

の

石

嶺

が

立

っ

て

い

る

。 

 
 

 

石

嶺

、

シ

ャ

ン

パ

ン

を

持

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

以

下

の

テ

ロ

ッ

プ

が

出

る

。 

 
 

 

「

石

嶺

校

長

 

現

在

8
9
0
3
.
6
7

円

」

 

 
 

 

朝

礼

台

の

下

に

屋

敷

ら

教

師

の

姿

。

 

 
 

 

遠

く

に

傘

を

さ

し

て

歩

く

さ

と

み

の

姿

が

映

る

。

 

石

嶺

「

見

事

生

き

残

っ

た

の

は

た

だ

ひ

と

り

。

橋

本

さ

と

み

さ

ん

で

し

た

。
お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」 
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石

嶺

、

シ

ャ

ン

パ

ン

を

あ

け

る

。

 
 

 
 

 

ビ

ン

か

ら

シ

ャ

ン

パ

ン

が

溢

れ

る

。

 

 
 

 
数

値

が

加

算

さ

れ

、 

 
 

 

「

石

嶺

現

在

1
2
6
6
0

円

」

 

 
 

 

と

な

る

。
 

 
 

 

石

嶺

、

シ

ャ

ン

パ

ン

を

お

く

。

 

石

嶺
「

最

後

に

屋

敷

先

生

か

ら
1
0

円

ゲ

ー

ム

の

総

括

を

し

て

い

た

だ

き

ま

し

ょ

う

」

 

 
 

 

屋

敷

、

朝

礼

台

に

あ

が

る

。

 

 
 

 

石

嶺

、

マ

イ

ク

を

渡

す

。

 

 
 

 

屋

敷

、

カ

メ

ラ

に

一

礼

す

る

。 

屋

敷

「
（

フ

ラ

ン

ス

語

で

）

こ

れ

に

て

1
0

円

ゲ

ー

ム

は

終

了

で

す

。

皆

さ

ん

、

最

後

ま

で

お

付

き

合

い

頂

き

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

商

品

や

メ

ー

カ

ー

に

も

よ

り

ま

す

が

、

ガ

ム

一

粒

は

約

7

円

、

箱

テ

ィ

ッ

シ

ュ

一

枚

は

約

0
.
2

円

、

目

薬

は

一

滴

約

2

円

。

日

頃

か

ら

こ

う

い

っ

た

こ

と

を

意

識

す

る

こ

と

が

お

金

の

価

値

を

知

る

上

で

大

切

な

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

」

 

 
 

石

嶺

、

大

き

く

頷

い

て

い

る

。
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屋

敷
「
（

フ

ラ

ン

ス

語

で

）
た

か

が

1
0

円

さ

れ

ど

1
0

円

。

失

わ

れ

た

1

年

B

組

の

生

徒

た

ち

の

命

が

皆

さ

ん

に

と

っ

て

有

意

義

な

も

の

に

な

っ

て

く

れ

れ

ば

と

思

い

ま

す

。

皆

さ

ん

、

く

れ

ぐ

れ

も

お

金

の

無

駄

遣

い

は

し

な

い

よ

う

に

」

 

 
 

 

屋

敷

、

石

嶺

に

マ

イ

ク

を

返

し

、

朝

礼

台

か

ら

降

り

る

。

 

 
 

 

石

嶺

、

カ

メ

ラ

へ

向

か

い

、
 

石

嶺

「

私

の

話

は

こ

れ

で

お

し

ま

い

で

す

」
 

 
 

 

石

嶺

、

深

々

と

頭

を

下

げ

る

。 

 

（

お

わ

り

） 

  


